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デジタル化の総合実習として
1学期
数値のデジタル化（中学校：技術・家庭科で既習）
文字のデジタル化
音のデジタル化
画像のデジタル化
動画のデジタル化

知識ベースの授業
生徒が「ああ、なるほど」

と、共感する例示
動画教材の活用

参考： ICTを活用した授業改善 ～授業リフレクションの活用～

http://www.zenkojoken.jp/pdf/10tokyo/H201_noshiro.pdf



デジタル化 単元のまとめ
＋

課題解決学習

プロジェクト実習として
展開



課題：CMを作る
班で１本CMをまねて制作
班は3名が基本
作品は３０秒以上
 YouTubeで、HD画質の素材を選ぶ
４：３はNG、16:9のもの

既存CMにどこまで似せられるか
 コマーシャル
映画PV
 ドラマ番宣 etc ただし、地方ローカル系はNG

知的財産権も
絡めて説明



制作する作品（CMの模倣）

生徒が撮影
編集した動画・静止画

YouTubeにある
オリジナル動画

オリジナルを示すことで、引用元を明確にする



著作権法 第三十五条
学校その他の教育機関における複製等

授業での使用を目的とする場合
部活動や文化祭、体育祭、合唱コンクール
総合的学習の時間などの教育活動も含まれる



今回の発表へ向けて
サンプルを見せたい
CMという壁
許諾を取ろう
東京海上日動へ連絡

許諾頂けました。



生徒作品
 東京海上日動 挑戦シリーズ 「告白」篇

能城茂雄 http://noshiro.shigeo.jp/ 



実習期間（本校の特殊事情（？））

平成30年度の場合
7月6日（金）2学期期末考査等 終了
7月20日（終業式）
9月15、16日 文化祭
9月20日体育祭
9月21日～24日までシルバーウィーク
10月11日～ 中間考査

考査後の授業は、平日8日
（うち5日は40分ｘ5時間）
（どこか1時間カットされる）

7月～9月に学校行事がとても多い



実習の流れ（概要）
5月：班分け
5月：見本の提示（先輩動画）

7月：答案返却までにCM決定
7月：撮影開始（理想）
9月：Premiereの使い方
9月～10月 撮影・編集・チェック



映像を選ぶコツ
実現可能な内容
NG:お酒、タバコ、オートバイを使う物
宝くじ（ロト７とか）

高校生で、学校を舞台にできるか？
構図は、オリジナルと同じで背景が三鷹
多くの人が知っているCMなどが良い

授業ごとに進捗状況を報告

実現不可能なものなどは、
この段階でチェック



絵コンテの作成(任意）

オリジナル映像に対して、どの場所で撮
影するか検討

小道具・衣装は各自で用意
台詞、音楽はオリジナルを使用
演じるのは口パク可

絵コンテを作成しないと、撮影が大変
 現場で考えるのではなく、事前準備をする



撮影機材について
ビデオカメラは学校で用意（先着順）
個人の物を使用してもＯＫ
 必ず機材チェックを受ける
 機材確認を受けないと、撮影した映像が使えない場合がある
 携帯電話（スマフォ）での撮影は不可

デジタル一眼 > ビデオカメラ > デジカメ
スマフォ・タブレットPCはNG

三脚も貸し出し（使用必須）
※三脚を使わないと手ぶれで使い物にならない

貸し出し機材の一例



機材貸し出しの注意点
壊してしまったら弁償（数万円）
貸し出しは、スマフォと交換
回線の生きている動いているスマフォ限定

借りるときに自分でもチェック
液晶が割れていない
レンズに指紋が付いていない
その他、故障していない



三脚について
カメラを三脚につけたまま移動しない
三脚を借りるときは、ホワイトボードに記入
三脚の足は、太いところから使用

クイックシューを忘れずに。



撮影場所について
必ず、部屋を管理している先生に事前に許可を

取る
交渉は前日までに終わらせる。
過去トラブルの多い場所 家庭科室・和室

絶対に撮影不可
校長室・経営企画室・食堂・職員室



教える編集作業（カット編集のみ）

能城茂雄 http://noshiro.shigeo.jp/ 

40分程度
の講習



動画編集の基本
Adobe Premiere Pro CCによる編集

左下のWindowsメニューから、
Adobe Premiere Pro CCを

選んで起動



起動したら最初に行う設定①

初回のみ、新規開始。
続きを行いたいときは、
プロジェクトを開くか

プロジェクトファイルをダブ
ルクリック



起動したら最初に行う設定②

場所を変更する
A組01班の場合は、
¥¥nasXX¥A01¥

になるように設定する。
XXは、班によって異なる

保存場所を変更したら、
プロジェクト名（名前）を

CM名に変更する
(例) 東京海上挑戦編



Premiereのインターフェース①

能城茂雄 http://noshiro.shigeo.jp/ 

メニューバー

プロジェクトパネル
メディアブラウザ

など

タイムラインパネル



Premiereのインターフェース② ツールパネル

選択ツール
クリップの選択やトラックなど作業対象を選択

する

レザーツール
クリックした位置で、クリップを分割する



シーケンスの作成

能城茂雄 http://noshiro.shigeo.jp/ 

ツールパネル –

新規(N) –
シーケンス(S)

を選択

AVCHD
AVCHD 1080p30

を選択
シーケンス名は、

CM名などわかりやすく



シーケンスの作成が完了

能城茂雄 http://noshiro.shigeo.jp/ 

タイムライン

ビデオ/オーディオ
トラック



素材の読み込み

読み込み PCをまずクリック
「配布」フォルダから

素材を取り込み

今回は、練習のため、
配布フォルダを使用した

実際は、NASに
保存したデータを使用する。

重要



素材の配置

元となる素材（オリジナルCM)を
作成したシーケンスのV３トラックに配置



クリップの不一致に関する警告
生徒作品の動画サイズを同じにするため、作成

したシーケンスを維持する → 現在の設定を
維持



オリジナル映像（CM)の配置
右下に、参照元となる映像を30%・1224:920で配置

大幅に数値が違う場合は、
シーケンスや素材のサイズが間

違っている可能性がある

具体的なサイズについては、
CMによって、異なるので、
必ず、先生に相談すること



編集上の注意
Premiereを起動するときは、カメラをPCにつ

ないでいては、いけない。
動画ファイルは、必ずNASに保存する



完成したら
完成したら、必ず「能城チェック」を受ける
絶対に修正事項があります。
ここからが、長いです。
撮影し直しの場合もあるので、計画的に進めましょう。

最終完成（能城チェック済み）後
書き出し
提出



発表会（平成30年10月22日の週）
クラス内発表
相互評価
投票（Classiの活用）

後輩へのメッセージ
自分達の苦労を後輩へ伝える



全体を通じて
課題を明確にする
CMを模倣する。ゴールは似ること。

教えすぎない
ツールや方法を教えるのではなく、課題に対して、

どのように取り組めばいいかを指導する

協働学習の難しさ、調整する力を身に付けさせる
デジタル化だけでなく、問題解決の視点も忘れずに


